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全
市
一
斉
清
掃
を
実
施

　
環
境
美
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
推
進
を
図
る
た
め
「
全

市
一
斉
清
掃
」
を
実
施
し
ま
す
。

日
程　
５
月
28
日
㈰

※
小
雨
決
行
で
す
。
雨
天
中
止

の
場
合
は
午
前
７
時
に
防
災
行

政
無
線
放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
な
お
順
延
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
27
日
㈯
に
実
施
す
る
自
治
会

は
、
自
治
会
長
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

《
注
意
事
項
》

・
ご
み
は
必
ず
各
自
治
会
で
指

　
定
し
た
収
集
場
所
へ
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

・
家
庭
か
ら
の
ご
み
は
、
通
常

　
の
ご
み
収
集
日
に
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。

・
粗
大
ご
み
は
取
り
扱
い
ま
せ

　
ん
。

★
本
庄
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

　
会
☎
�
７
６
８
８　
　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

  

設
置
状
況
等
調
査
を
実
施

　
本
庄
市
内
全
住
戸
に
対
し
、

平
成
20
年
６
月
１
日
か
ら
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
消
防
本
部
で
は
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
状
況
に
つ
い
て

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　
５
月
15
日
㈪
～
26
日
㈮

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

調
査
方
法　
無
作
為
抽
出
（
総

　
務
省
消
防
庁
よ
り
示
さ
れ
た

　
調
査
方
法
）
に
よ
り
、
消
防

　
職
員
が
直
接
訪
問
し
て
質
問

　
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
玄
関

　
先
や
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
越
し
で

　
の
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

　
住
宅
内
へ
入
る
こ
と
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。

調
査
内
容

①
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
の

　
有
無

②
設
置
無
の
場
合
、
設
置
を
し

　
て
い
な
い
理
由

③
設
置
有
の
場
合
、
設
置
さ
れ

　
て
い
る
場
所

④
設
置
有
り
の
場
合
、
点
検
の

　
状
況

⑤
①
～
④
に
関
す
る
質
問
を
必

　
要
に
よ
り
数
点

※
任
意
協
力
調
査
の
た
め
、
ご

回
答
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、

お
断
り
く
だ
さ
い
。

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予

　
防
課
☎
�
８
３
９
２

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　 ★秘書広報課�１１５５

市長コラム
しんげの一言メッセージ

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

国
民
健
康
保
険
用
封
筒
に

  

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

　
国
民
健
康
保
険
証
の
送
付
用

封
筒
に
掲
載
す
る
有
料
広
告
を

募
集
し
ま
す
。

広
告
媒
体　
国
民
健
康
保
険
証

　
の
送
付
に
使
用
す
る
洋
形
０

　
号
封
筒

募
集
期
間　
５
月
26
日
㈮
ま
で

　
（
必
着
）

広
告
の
規
格
等

①
掲
載
位
置　
封
筒
裏
面

②
募
集
枠
数　
４
枠

③
枠
の
大
き
さ（
１
枠
当
た
り
）

　
お
お
む
ね
縦
30
㎜
×
横
85
㎜

④
刷
色　
単
色
（
黒
）

⑤
印
刷
枚
数

　
１
５
、
０
０
０
枚

⑥
広
告
料
（
１
枠
当
た
り
）

　
１
５
、
０
０
０
円

⑦
掲
載
期
間

　
印
刷
後
、
保
険
課
が
使
用
を

　
終
え
る
ま
で
の
期
間
で
、
９

　
月
か
ら
１
年
程
度

申
込　
次
の
書
類
を
郵
送
又
は

　
直
接
企
画
課（
市
役
所
３
階
）

　
へ
提
出

①
有
料
広
告
掲
載
申
込
書
（
企

　
画
課
で
配
布
又
は
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
し
た
も
の
）

②
広
告
の
原
稿（
電
子
デ
ー
タ
）

③
業
務
内
容
な
ど
が
わ
か
る
書

　
類
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
）

④
市
町
村
民
税
の
納
税
証
明
書

※
申
込
者
が
市
外
の
場
合
。

郵
送
先

〒
３
６
７
―
８
５
０
１

　
本
庄
市
本
庄
３
―
５
―
３

　
本
庄
市
役
所
企
画
課

※
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
「
本
庄
市
有
料
広

告
事
業
取
扱
要

綱
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
企
画

課
又
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

★
企
画
課
☎
�

　
１
１
５
７ 

「
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
」
に

   

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

　
毎
月
３
２
、
５
０
０
部
発
行

の
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
に
掲
載
す

る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

広
告
媒
体　
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う

　
（
毎
月
１
日
発
行
）

募
集
期
間　
５
月
26
日
㈮
ま
で

　
（
必
着
）

広
告
の
規
格
等

①
掲
載
位
置　
「
く
ら
し
の
情

　

報Station

」
の
ペ
ー
ジ
の

　
最
下
段

②
募
集
枠
数　
３
枠

③
枠
の
大
き
さ（
１
枠
当
た
り
）

　
お
お
む
ね
縦
52
㎜
×
横
86
㎜

④
刷
色　
単
色
（
黒
）

⑤
広
告
料
（
１
枠
当
た
り
）

　
３
号
分
に
つ
き
３
０
、
０
０

　
０
円

⑥
掲
載
期
間

　
７
～
９
月
号
（
３
号
分
）

※
平
成
30
年
３
月
ま
で
（
９
号

分
）
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

申
込　
次
の
書
類
を
郵
送
又
は

　
直
接
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

　
係
（
市
役
所
３
階
）
へ
提
出

①
有
料
広
告
掲
載
申
込
書
（
秘

　
書
広
報
課
で
配
布
又
は
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
し
た
も
の
）

②
広
告
の
原
稿（
電
子
デ
ー
タ
）

③
業
務
内
容
な
ど
が
わ
か
る
書

　
類
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
）

④
市
町
村
民
税
の
納
税
証
明
書

※
申
込
者
が
市
外
の
場
合

郵
送
先

　
〒
３
６
７
―
８
５
０
１

　
本
庄
市
本
庄
３
―
５
―
３

　
本
庄
市
役
所
秘
書
広
報
課

注
意
事
項

・
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
で
き

　
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
な

　
ど
で
掲
載
を
決
定
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、「
本
庄
市
有
料

広
告
事
業
取
扱
要
綱
」及
び「
広

報
ほ
ん
じ
ょ
う
広
告
掲
載
基
準
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
秘
書
広
報

課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

ご
利
用
く
だ
さ
い
人
権
相
談 

　

６
月
１
日
は
、「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
で
す
。
熊
谷
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
人
権

に
関
す
る
特
設
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　
６
月
１
日
㈭　

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

会
場　
市
役
所
１
階
市
民
相
談

　
室
、
児
玉
公
民
館
会
議
室
３

　
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま
内
）

★
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
熊
谷

　
支
局
☎
０
４
８
―
５
２
４
―

　
８
８
０
５

ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談
を

　
　
　

  

実
施
し
て
い
ま
す

日
時　
原
則
毎
月
第
２
月
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　
本
庄
保
健
所
２
階
相
談

　
室

対
応
者　
臨
床
心
理
士

定
員　
１
日
３
人
（
１
人
１
時

　
間
程
度
）

申
込　
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

※
完
全
予
約
制
で
す
。
な
お
、

依
頼
者
へ
事
前
面
接
を
行
い
ま

す
。

★
本
庄
保
健
所
☎
�
６
４
８
１

ミサイルなどの武力攻撃に備えて
　物騒な表題ですが、我が国近隣の現状を考えると、
空想とは言えない時代になりました。朝鮮半島をはじ
め周辺諸国の情勢をみれば、いかに日本が平和を望
み、外交努力を重ねたとしても、武力衝突や我が国へ
の武力攻撃が起きないとは断言できないのが現状です。
　そして、そういった有事が「起きるか、起きない
か」は議論されても、実際に起きたら国民は「どう
すべきか」は、まだまだ議論がつくされていないの
が我が国の実情です。
　大規模災害やミサイル攻撃などの危機を、国民に
瞬時に知らせるJアラートという警報システムは全国
的に網羅されました。しかし、大切なのはその警報
を受け取った際、国民が的確な行動がとれるかと問
われれば、あまりに情報や知識が不足していると答
えざるを得ません。
　災害と同じく武力攻撃についても、いつどんな形
で起きるか、規模や程度などを的確に予想すること
は確かに困難です。しかし、国際情勢に関心を持ち
つつ、どのような攻撃が起きるのか想定し、起きた
際にその状況に応じてどう対処すべきか、考えてお

くことは大切であると思います。
　国民にとって最優先すべきは、当たり前ですが一
人ひとりがどうやって自分や家族の身を守るかなの
ですから､「武力攻撃を受けたら終わりだ」で思考停
止にならず、自分自身と家族の生き残る確率を高め
る努力を惜しむべきではありません。以下、内閣官
房の国民保護ポータルサイトのアドレスを記してお
きます。参考にしてください。
http://www.kokuminhogo.go.jp/shiryou/hogo_
manual.html
　また、武力攻撃により直接被害を受けた場合の想
定はもちろんですが、たとえば都内などの近隣地
域が被害を受けた場合も想定しなければなりません。
家族が離れているときに事態が起きたらどうするの
か。大勢の避難民が押し寄せたらどうするのか。市
民同士の不信感を招くような流言飛語に惑わされな
いためにどうすべきか。
　このようなことを考えれば、地域に生きる我々は、
大規模災害への備えと同じく、常日頃から外国籍の人
も含めた市民同士の横の連携を密にし、有事の際にも
お互いに協力して地域社会を守ることを意識して行か
ねばならないと考えます。     本庄市長  


